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2007年新潟県中越沖地震に関連する電離圏総電子数変動

Ionospheric total electron content anomaly related to the 2007 chuetsu-oki earthquake
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近年，様々な地震活動に先行する電磁気現象が報告されており，地震の短期予測の可能性が指摘されている．地震活
動に先行する電磁気現象の中でも，地震に先行する電離圏総電子数（Total Electron Content: TEC）異常は，短期地震予
測の有力な候補として，注目を集めている．
本研究では，2007年新潟県中越沖地震（M6.8）に関連する TEC異常の検証を行い，その時空間分布を推定した．
GEONET（国土地理院GPS連続観測システム）と IGS（International GNSS Service）のGPS観測点から日本全土にわ

たるよう GPS観測点を選定し，GPSデータから GAMIT ソフトウェアを用いて TECを算出した．TECには大きな日変
動があるので日変動を除去するために，過去 15日間の同時刻の移動平均 TECmean(t)を引き，その標準偏差σ (t)で規格
化した TEC∗を定義した; TEC∗(t) = (TEC(t)-TECmean(t))/σ (t).
中越沖地震の震央付近の観測点（柏崎 2）において，TEC∗が 3，4，6日前に -2σという閾値を断続的に下回ることが

わかった．また，TEC∗mapを作成し，負の TEC異常の時空間分布を推定したところ，最大で日本全土を覆う負の TEC
異常があることがわかった．
また，GPSデータに加えてGIM（Global Ionosphere Maps）データからGIM-TEC∗を定義し，GIM-TEC∗を用いて TEC

異常の時空間分布の検証を行った．地震の 3日前の負の TEC異常の時空間分布は，TEC∗と GIM-TEC∗で調和的であっ
た．


